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現
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俳
句
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発
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月

A
5

六
頁
二
百
円

高
橋
梨
一
は
丸
岡
藩
の
俳
諮
研
究
家
で
あ
り
、
そ
の

著
「
奥
の
細
道
菅
菰
抄
」
は
芭
蕉
研
究
の
古
典
的
著
述
で

あ
る
。
彼
の
自
筆
稿
本
「
大
和
紀
行
」
は
金
津
の
人
笹

岡
釣
雪
氏
に
よ
り
大
正
四
年
K

「
大
和
め
ぐ
り
」
と
題

し
て
板
行
さ
れ
て
い
る
が
1

今
は
入
手
し
が
た
い
珍
籍

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
石
川
銀
栄
子
が
今
回
新
た
に
梨

一
の
自
筆
稿
本
に
よ
っ
て
校
合
し
、
頭
註
を
加
え
て
刊

行
し
た
も
の
で
あ
る
。

石
川
氏
は
先
年
来
「
越
前
俳
諮
叢
書
」
を
自
費
刊
行

し
て
お
ら
れ
る
が
、
本
書
は
そ
の
第
四
集
「
天
明
前
後

」
編
の
別
冊
と
い
う
ζ

と
に
な
っ
て
い
る
。
石
川
氏
の

越
前
俳
諮
史
研
究
は
大
正
時
代
に
始
ま
っ
て
い
る
か

ら
、
既
に
四
十
年
近
く
こ
の
仕
事
に
専
心
し
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
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